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Aeronautics and Space Administration; アメリカ航空宇宙
局）は、You Tube上に配信するSCIENCE@NASAにおいて、
“The World Didn’t End Yesterday”（Science Casts: Why the 






is so sure the world won’t come to an end on Dec. 21, 2012, 
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＊R. D. レイン 著／笠原嘉・塚本嘉壽 共訳（1973）：『経験の政
治学』；みすず書房，214pp （LAING, R. D., THE POLOTICS 
OF EXPERIENCE and THE BIRD OF PARADISE, ©Penguin 
Books, Middlesex, 1967）
Abstract: When considering the management of historical / 
archaeological sites cultural heritage as public entities, we are 
facing-prone consciousness in value and the contents of them. 
However, in this paper, I would like to note the source in 
understanding them as our “experience” and “meanings”. We 
do not need to be struggling to share the value and content 
between wide varieties of stakeholders. It is rather than that, 
re-examine firmly the existence different from each other 
as “experience” and “meaning” should continue to cherish 
the differences. Do not seized with a label such as “cultural 
property” and such as “heritage” in the sense that some sort of 
authority to certify, we would like to build a relationship with 
them as if the relationship with the parts of “clothes” for us 
to ware in our lives. That’s because there are any opportunity 
for awareness of a meanings, so much in each experience of 
the interchange and conflict that occurs between the diverse 
senses of values of us who wore the respective “clothes”. Then, 
instead of the difference in each of the “clothing”, with a view to 
adjusting the discomfort caused from the differences, we should 
create various multi-dimensional sight concerning management 
plan and system adapted to each region.
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カンボジアのある村落での話である。
村人が、畑で農作業をしていたら、钁の先
端に何かがあたった。腰をかがめ、土のなか
を探ると、一粒の水晶のようなものだった。
ポケットにいれて農作業を続けると、また钁
が何かにあたる音がする。水晶では、と期
待し、座り込んで土を探る。いくらか慎重に
探っていくと、そこに現れたのは、一粒の黄
金だった。話は村中を駆け巡り、村人は、各
自の畑を掘り返す。すると、多くの水晶、色
とりどりのガラス玉、鉄器、そして黄金がで
てきた場所がいくつかあった。話は、近隣の
村にも伝わり、人々が村へ押しかける。そし
て、それが国内メディアに伝わり報道される
と、今度は国中から人々が钁をもち、村へと
押し寄せた。月日が過ぎて村は、穴ばかりの
村となっていた。少しフィクションも入って
いるが、これが数年前にカンボジアであった
話である。
フランスの植民地支配から1953年に完全独
立を果たしたカンボジアは、1970年代から内
戦に突入した。ポル・ポト政権による支配と虐
殺、ベトナム軍進駐と東西冷戦の影響で、カン
ボジアが国際社会に復帰したのは、1991年に
パリ和平協定が結ばれて以降である。国際社
会の関心をまず集めたのは、アンコール・ワッ
トで知られるアンコール遺跡群の保存であっ
た。アンコール遺跡群は1992年にUNESCO
（国連教育科学文化機関）の世界遺産リスト
に世界文化遺産として登録され、その保存状
況から、同時に危機遺産としても登録された。
UNTAC（国連カンボジア暫定統治機構）の
管理下で実施された総選挙により、1993年に
新生カンボジア王国が成立してからも、文化
遺産の支援は比較的治安の安定したアンコー
ル遺跡群に集中し、カンボジア国内に散在す
る遺跡群の保存・管理には至らなかった。結
果、国境沿いの密林に埋れた遺跡群から運び
やすい彫像等が盗まれ、世界へと流出した。タ
イとの国境近くに位置するバンテアイ・チュ
マール遺跡 １）からは、1999年に数トンにおよ
ぶ浮き彫りが持ち出され、タイ国境で取り押
さえられている。近年では、治安の安定化に
伴い地方の遺跡に徐々に注意が払われる一方
で、新たに問題となり始めたのが、埋蔵文化
財の盗掘である。
冒頭のような話で有名となったのは、プレ
イベン州に位置するビットメアス（Bit Meas）
という村である。2006年５月に情報を得た
王立芸術大学考古学部（以下、芸大）のメ
ンバーが村を訪れた時には、既に村の土地の
多くが盗掘された後だった。といっても、集
まってきた人々に「盗掘」という考えはない。
村人は、ただ自分たちの田畑を掘ったら黄金
やビーズが出てきただけの話であり、それを
売ったところ現金となり、さらに噂を聞いて
やって来た人々の希望で自分たちの土地を貸
与しただけである。
2007年４月にスヴァイリエン州（プレイベ
ン州の隣）で調査をしていた芸大とメモット
センター ２）は、ビットメアス村の近くのプロ
ヒア村の盗掘ニュースを聞く。ただちに現場
へ芸大チームがむかい、急遽芸大とメモット
センターは、プロヒア村での発掘に乗り出す
ことになった。しかし、資金、土地の交渉、調
査許可などの問題で、実際に発掘が開始され
たのは、2007年末のことである。既にその時
には村の多くが掘られた後であった。発掘調
査が始まると、当初村人達には自分たちの村
にあるものが、略奪されるのではないかとい
う恐れがあったという。しかし、発掘と村人
への説明が進むにつれ、村人は徐々に発掘に
理解を示し、以前どこで何を掘り当てたかと
いうような情報を徐々に調査隊へ報告するよ
うになった。発掘調査の成果は英語とカンボ
ジア語でまとめられ、調査で新たに発見され
た墳墓は52基におよぶ（一方で、村で以前に
盗掘された墳墓は約1000基ともいわれる）。
紀元前４～紀元後１世紀のものと考えられる
銅鼓、黄金、鉄製品、ビーズなどは、実測、
分析、保存処理後にプノンペンの王立博物館
において展示され、そのいくつかは現在村で
展示されている。
一方、2010年初頭、カンボジア文化芸術省
は、新たに、古都ロンヴェーク ３）の北西15km
に位置するクラン・コー村での盗掘情報を入
手する。文化芸術省は、奈良文化財研究所に
協力を依頼し、研究所は2010年から2012年
の３年間は、文化庁文化遺産貢献事業（文化
遺産国際協力拠点交流事業）として、カンボ
ジア人考古学者への人材育成としてクラン・
コーのみではなく、歴史的に関係の深いロン
ヴェーク、ウドンも含めた調査と研修が実施
された。結果、2011年７月のクラン・コーで
の調査では、未盗掘の墓葬１基が検出されて
いる。クラン・コーは、目立つような墳丘や
環濠跡がみられるわけではなく、村人からの
報告なくしては、発見はなかったと思われる。
一部の村人による盗掘が既に行われていた
が、出てきた多くは14～16世紀を中心とした
陶磁器類であり、ビットメアスやプロヒアと
は違い、黄金やビーズなどは報告されなかっ
た。調査に入り、気づいたのは、クラン・コー
は、首都郊外の工業地帯のひとつとして開発
されている国道５号線沿いから近い村落であ
るため、この数年の間に新しく建ち始めた靴
生産工場、ビール工場等へ村の若い男女が働
きに行っている状態であったことである。ま
た、村では男性がプノンペンへ出稼ぎに行く
こともよく見られる。この村とプロヒアの大
きな違いとしては、村人が2009年頃から建設
され始めた工場で働くことで、既にある程度
の現金収入があったこと、村で出土した遺物
が比較的現金化するにあたって判定が難しい
陶磁器を中心としたポスト・アンコール期の
ものであったことがあげられる。
カンボジア国内の状況を受けて、2009年
ICOM（国際博物館会議）は、カンボジア文化
芸術省とともに、石、鉄製品、陶磁器にいたる
まで、どのようなものが不正に流出する文化
財に相当するのか、石造から陶磁器までその
特徴をしたカンボジア古美術リストの冊子を
作成し、普及を試みている。また、早い時期
から、カンボジアの埋蔵文化財盗掘を懸念し、
文化芸術省を支援する団体に、2003年に設立
されたヘリテージ・ウォッチ ４）がある。彼ら
は、村人に対する盗掘防止のための文化遺産
教育を積極的におこなってきた。彼らによっ
て作成され配布された絵本（写真）は、町か
らきた盗掘目当ての男に唆された村の若者が、
村の長老や僧侶がいかに自分たちの歴史は素
晴らしいか、先祖の遺産を守ることは義務で
あると諭したにも関わらず、盗掘をおこなった
結果、わずかな現金しか得られず、しかも夜な
夜な現れる墓の亡霊に悩まされるという話で
ある。亡霊によって改心した彼らは、自分たち
の盗掘を真似て盗掘を始めた人びとを止める
ため、ロンヴェークの都がアユタヤ軍に攻め
られた時、人びとが欲を出したが故に、結局最
後は都が陥落した、と話す。そして、わずかな
現金に目がくらんで全てをなくすよりは、自分
たちの先祖の遺産を守る事で、観光客が村を
訪れ、その観光客が継続的に現金を落として
いくことが将来的な利益になる、と諭す。欲に
目がくらんだが故にロンヴェークが陥落した
話は、カンボジアでよく語られる昔話であり、
村人にとっても馴染み深い。また、カンボジア
では亡霊を信じる人も多く、なかなか文化的
に考慮された内容の教材となっている。
遺跡はパブリックなもの、そして国の財で
ある、という前提において、文化財の不法取引
や盗掘を取り締まる法律は存在している。し
かし、当然状況は社会や文化によって異なっ
てくる。プロヒア村での事例は、土地を耕し
ていたら、たまたま現金になるアルミ缶が出
てきた、というのと同じ感覚である。実際プ
ロヒアで出土した銅鼓は、キロ単位数ドルで
通常の銅と同じ計算で売られていた。しかし、
物質としての価値を越え、そこに歴史的価値
や文化的価値がつけられた時、それは物を売
る行為から、盗掘という犯罪行為となる。
カンボジアは現在その価値に対する理解が
普及する過程にあるが、これまでの事例から
考えると、その過程で求められるのは、頭ご
なしの否定や禁止ではなく、何故残さなけれ
ばならないのか、という問いかけに対する答
えであろう。
（田代亜紀子／奈良文化財研究所）
１） カンボジア西部バンテアイ・ミアンチェ
イ州に位置する12～13世紀建立のアン
コール王朝期の遺跡
２） 1999年にドイツ政府の支援で設立された
カンボジアの先史時代を研究するセンター
３） 現在の首都プノンペン北西約50キロに
位置する16世紀の都
４） http://www.heritagewatchinternational.org
コラム 遺跡と盗掘とパブリック
ヘリテージ・ウォッチ配布の絵本表紙
